
特殊防曇 コーティング剤
食品・マーケット
粘着フィルム Ver.



社内閲覧資料
防曇フィルムについて

高耐久　防曇・防汚コートフィルム　　(SUPER ANTI FOG)

特長
表面に付着した水滴を濡れ広がらせる
ことで　親水性 ・ 防曇性を発現します

フィルムは透明性に優れております。
ガラス基材への密着性が良好です。
環境に配慮したコーティングです。

評価項目表

＊フィルムを熱水蒸気にさらしても曇らない。

防曇 防汚 紫外線 透明性防曇 防汚 紫外線 透明性 超親水性超親水性

項目
全光線透過率 90.6 ％
HAZE 0.1 ％

　

測定条件
JIS K7361-1
JIS K7136

スーパーアンチフォグ　bBaスーパーアンチフォグ　bBa

防曇性：  表面に付着した水滴を濡れ広がらせることで、光の乱反射を抑制し防曇性を発現します。
透明性：  高い透明性を持つため美観を損ないません。

防汚性：  水滴が汚れの下に入り込み、汚れを浮かすことにより、防汚性を発揮します。
紫外線：  裏面の粘着層には、紫外線カット機能のあるアクリル系粘着剤を塗膜

構成

剥離セパレータ

アクリル系粘着層

光学フィルム基材（PET)

防曇ハードコート層

製品名
SUPER ANTI FOG Film 

総厚
(μm）

75 ± 5

ベースフルム厚
(μm）

 50

　防曇フィルムの防汚性

⓵ 油性マジック ⓶ 水滴・拭き取り

リンスなど (カチオン性物質 )の汚れは落ちにくい場合があります。  フィルムに付着した場合は、ハンドソープ・シャンプー等 (アニオン性物質 )で洗い流してください。  
常時露点に達していない場合は防曇効果が出ない場合があります。  その場合は一度表面を水で洗い流し、水膜が形成されている状態でご使用ください。 
被着体表面の油・埃・水分などはきれいに拭き取ってから貼り付けて下さい。  貼り付けはできるだけ、10°C以上の雰囲気下で十分に圧着して下さい。  
保存場所は直接日光のあたる場所は避け、冷暗所に保管して下さい。  本データは測定値であり保証値ではございません。
また、本技術資料に記載の用途への適合性を保証するものではございません。事前に被着体 (貼り合わせる材料 )との適合性をご確認頂き、ご使用のご検討をお願いします。
尚、この文章に含まれるノウハウ・営業秘密・著作権・特許などの知的財産に関わる権利は当社に帰属致します。
複写・転載・第三者への開示を含め当社の許可のない目的外のご使用は固くお断り申し上げます。

ご注意

SUPER ANTI FOG Film 

粘着力 (N/25mm)　24時間値 11.7 N
鉛筆硬度 2 H
耐摩耗性 傷 な し

JIS Z0237準拠　被着体：ガラス 
JIS K 5600準拠 
SW#0000 500g × 100 cycles

可視光線透過率 (%)
可視光線反射率 (%)
紫外線線透過率 (%)

90.5 ％
8.0 ％
0.9 ％

親水性 　　接触角（　°）　　 【水】　< 6°  接触角計CA-VP

JIS A5759 2008
JIS A5759 2008
JIS A5759 2008

防曇性 曇りなし 条件：40℃　95%RHの熱水蒸気にあてた後
曇りの有無を目視確認

用途
冷蔵ケースの結露対策　　浴室の鏡の防曇  .etc　

水を滴下しして拭き取りを行う

＊下記は測定値であり保証値ではありません。

ビバ国際技術研究所
販売店
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優先対象分野

スーパーマーケット
コンビニエンスストア

ホテル・病院・施設 等
食品工場・製造工場（建物からの結露水が製造ラインに影響）

監視カメラ（フィルムではなくコート剤にて対応）

＊結露が発生する、抑制する必要がある業種・施設

近年、外気温との温度差による問題が顕著化

カビ！ 菌 発生
衛生的問題も！
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防曇フィルム施工について

〔施工場所〕
防煙ガラスの結露部分
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結露状況の現状把握

結露発⽣

結露未発⽣

特に写真右側の面に結露が発生
結露が発生していない部位も有り
右側面内でも、柱側から300～500㎜は結露が発生していない部位有り。

動画❶ 動画❷

動画❷

動画❶
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防曇フィルムの貼り付けのポイント

6

①②
③④

⑤
⑥

⑦
写真⼿前側のガラス⾯が結露している状態の為、
⼿前側のガラス⾯に施⼯ポイントを複数設けています。

施⼯後の防曇フィルムの施⼯後の状態が写真では認識不可の為、
ライト位置に番号を記載。

〔ポイント❶〕
・②と③のライト間（ガラス⼿前側）

〔ポイント❷〕
・③と④のライト間（ガラス⼿前側）

〔ポイント❸〕
・④と⑤のライト間（ガラス⼿前側）

〔ポイント❹〕
・⑥のライト左（ガラス⼿前側）

〔ポイント❺〕
・⑦ライトのガラス両⾯

❶❷❸

❹

❺

＊試験施工（効果検証の為、貼り付けをランダムにしている）
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施工後の様子
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施工前後の様子

All Copyright ©日本光触媒センター株式会社日本光触媒センター株式会社

効果検証①（Before → After）
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現状 防曇フィルム施⼯後
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施工前後の様子

All Copyright ©日本光触媒センター株式会社日本光触媒センター株式会社

効果検証② （Before → After）
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フィルム貼り付け施工の様子



• ⼯場 タンク 設備補修⼯事
• 配管 空調
• 特殊洗浄剤
• 特殊コーティング剤
• 電気通信⼯事
• EV/PHEV 充電設備設置
• ⽌⽔・防⽔ ポリウレア
• ソーラーパネル設置 回収
• 太陽熱真空集熱温⽔器 設置
• AdBlue (ｱﾄﾞﾌﾞﾙ -)尿素SCRｼｽﾃﾑ

® ®

各種 塗料メーカー製品

-We’ll   -as soon as possible-

各種 ポリウレア製品

GS営業所 143-0016 東京都大田区大森南4-6-15 テクノFRONT森ケ崎306  
080-3158-9104       FAX:03-6277-0097       TEL:03-6450-2919 info@norocon.net https://norocon.net

®

有機・無機化学製品全般

tel:03-6450-2919
mailto:info@norocon.net

